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新着月書案内 息わず甲ユ；ってみたくなる1■U血し拿す．

産める国7ランスの子育て事情
牧 霞子

フラッスでは、 手息い閤震だI • 暉出で子ともを生
み爾てやVいのではないという。男性の家一児参加
やともの目lIを虹した子責て鳳 女性の目己実現
を当然とする辻会、そして男性も女性も寅硯で邑るゆ

とりのある働8万なと、イソタピューを通して紹介し

てい置it.
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ヵフェを欝戴、経営していくためには停系釘なノつ
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「共育J宣言
翼 エ科大掌大半玩止農家コース

鰻々な分野の仕会人たち OU庄ロザ淳次半庄止菫零
3ースの社会人零生・卒蔦生 ・震師なと）による共薯C
他臓活性化、起戴、子l1て、 件秤囀動なとC震曝をそn
auIIIっこ角震むら菱えることで、斬こな紐 やヒン
トを見し8加庇臣や仕瓢沢暉 力ら起戴巴で、 配D
寅硯への患いが伝わって色攣~.
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自分らしく生きるための処方璽
麟蒻：●山 リカ（糟神輯置・立攣ナ．雫鬱鰻）

雑斡”..“"｀ ＂疇も創叫道汎憎螂． X0．鱒なet判 ln、璽
代人＂．，，函について mt書U9ていも事l.l糟鼻胴・・乏、テVビゲ-Aなどのサ，，＊んチャ
ーにヽ嵐0を檜へ鱗鴨●鱒薗など^0富It 着•に『仕事だIt,,つ』になB人たもい鸞え疇菫

に鴫清坤m•auluu・年・un"49-t寡鯛ふ細...,.,)

●見や煉め-:::icn,r壁」
釦 l(1蟻）ヰ罰帽覧割蒙しA?.!!I瓢撼芍闘狐砥力心；い鳴闘鴎割9噴？紺
れとも鸞鯰蒙だ凰!!1たりは遍＜、霞宣臼泄界でも、轄巳外細ど吐牲〇疇饂巳剣する因霞050・見や汲め如といった
11lJ ガリ鸞した和11駈蘭lh桟し匹る 11lJo砥＼讐•邑綱暑桁膏んえで、「よりCよ:,'tAL9叩
な tllilじゃ縞鳩邑鼠設」此頃リカS酎丸籠'”`Dl1lJ Cl蜘リ鸞しL-IJ•"＇’で和lll選さ
ん「Iii創北うとう＂＂＇ C乎砧嗚ェっn、'ったん幽リE」ぢどと璽9鴎池リ島＂っ遭 U量奮鬱：
勧油5紐邑9ビ匹る」0t餅贔渇み薦り＇した呉鼻 i限l.＂た nu心璽95訊過C •,．劃讃
ヵSSU•雙で見Sれてい鸞した暑所H印9や「うつ彎」ぢピーるげ霞m曹んでいて島冶●＂れは
冷る冑鱈として量•されて6'tい鸞,t.

1!1分に糞Ji!.できない贔良人ら
如 UJ．．で島・さんの聟力Cよって女Iii由Cやリたいことがで6る糟代C近づいて6'tい鸞す。し力しそ
＿゚万で島特C曇く女帳立々H1111119贔こってい鸞す。讐じ帆心．曇く女帳冨と賓・十● ． 十• Iii分C織しす6る
葛｀lii9C翼足で6ないな・〇廷由で島いつもIii分C纏打ったリ島吏リIllg'tへ卜ヘHCなっm，屯人も少なく
ぉリ攣ピん•一で島霞近多くu9鶴•LLr仕 It,JIIリで台て、家族も大事Cして、そもしつ力リしてmtだ輝」
という・スーバーウーマゾみたいUム牡ug鳳し鸞すか寅麟Cはそういう人旦宣萱りいないと凪い鸞す。そんな・スーバ
ーウー？ゾa、't畿認れたは,.霞US雹”汎｀う紺勤割訊nもよう広とも氣匹，ti、マジメなん北、
「こうな5なmじク丸払心」 a臥込み、 r9G>lii分｀”メ鯰」とIii俎霙し島名ェぅコ匹れのい清ロベ
し鸞うケースも葛るOで．

紐を攣Jiiすのはなぜ？
鸞た裏蜀目な人鯰＊＿吐逓Iii紐した讀Uした失飯邑全て星い出し島それS邑金't.てし蒙う・
ガリ鸞す。さSC“"たし涵邑してし鸞うえるう」と予言でしてし鸞い鸞す。-ti)-とm書いIii己瀧示em'tい
匹じで島つし｀II●19[OリC異行してし鸞う0です。そし'tlii紐ちO生活邑鸞心す竃屈なもà 1、't
し鸞ってい鸞す。し力しよくきえると全'toそれぞれ儡糟r罰～った二で島●隕911.LUくて島しかもそういった失
煎u“n-「布るOC今で6't血リ薗てととして忘れてし蒙い鸞す。こんなと6は失蜘邑で6る紅け
蒙く書えるa力鳩叫暉し日、a饂蒻位氾こauは「劇簡？っ広土で鴫鈷沿璽そ訊山足iという
ようC。そうすることで失飯邑逓云C名字平Cも“”鴨gないことガ大事で,t.

8分そd、<生き如br1J[
90Iii9C翼足で8心箕6たとしてもで6な力っ上n斑山こと四'）C嶋をJl!Jr.t、ヘトヘ卜Cねる蒙t\t!•）つゴウ
t渇糟＋● 0心らで0閲 9た1ii分邑●闊0四＜島躙眈紛罐訊霊底とも”し謂磁
活でう鸞くで6たやてて打せたごとC対し't,Iii分Iii●eogsったり島轟のて蕊サ名とが這です。そして
た鸞rm呻っているIii~して島ご裏鶴邑蕊けるなとしl?Sいいと皿＼鸞,t. Ell即遍り邑胃釘して島 ogsって島そ
o ·躙彊り• m̂- で量〇な囀・邑逓こし'tn.~V..!I如藁しいな。遍彊った“呵斐がおるな」と凪いなガ5島
心 eていくことがで81?5いいと皿＼鸞,t.
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・つぶやき鰊富
このような識•をやっていると、色々な所で色々な話を聞eます。それらの話の中力ら、ふとこぼれ蒐ちる"::,
S Iii、それぞnの立場廷さる日々の転しのcpカらのものであり、正、それにこそ、一に
たった細鱗づくりへの星讀ガおると霧います。璽女共隅・直の文景で言えば、鯰鱗づくりにおいて、牲副にnnゎ
らず多糧双人““•an多授な人の匹t1鼻犀ちnているの力ということ、特に珊状で、女が的に
足りない状況への問•碍停ガ、この一つ0とつのつSやきの背景にはあります。 ぽ禎ヽ づくり」というと、とうし
ても土倅で、内直鱈叫力らが9＿卜のような爛諷がおり云すが、鯰鴫づくりm王匹懃ち鯰疇生活
者であり、 n情欝膚I0富は P笞咀’`”'）ま<t.それぞれの暮らしの4叡96つ双吹9れる一人ひとりの
・、つ5や6には「中憚環渭1ガ鑽約eれてい云もこの「つ5や6」に鯰疇つくり政震はとう応えるか1うこと
が、究纏、より良い暮らしづくりに向力うことです。行政謬、この錮々のつSやきの-つ0とつにタイレクトに応
えることはでさませんが、鯰鴫づくりの主役でおるぺさ駈たちには、そのつSやさの＂襲に面る社会の在り万につ
いて考える力量がられており、その力量を唐くには、一の祖点が欠t:Jttません。.................................................................................................................................. 

懃”瓢＾罪穀麟輯如、ユ訳齢匹はって、誠づくり耀婦鵡晨口い
て少鬱派であり、その鰯識ガ少ない女性の編に、 「ポジテイプアクジョ';J(墳善Jとして、力をつげ
る2めの取り組みenうことガ久馨米市の貴嚢として驀震されていま>I.これまで久籠米市巳限らす各鯰で、色々
なしてきとム社〇体｀代衰する万々が主として、 ．． 倉い重員金た菫用されてきましこし力し、営已少徽沢
で葛る女性の偏には、そのようなでを逮べ巳りするとい9ことのちれす、女性の参・の讐云e+
全に活力，，ということ直しかったのでばないでしょうか
しガし、このような蠣状巳訊ヽて、生活畜の襖点を鯰疇づくりに反駅するため已広これまで男性よりt より
馳駐恐叫鼠浮として国しteに女懃鴻疇9状涵渥は龍あげてい凩29ればなりません．ま9、‘`
籟づくり輝磯屈麟に参●している人訪広粕＂立州置している直歓噂 9人の粕'(1)「つ8や
さJ の青●に、社•)万の歪みや矛●8艤費し、そこ力ら馳纏襦・酎露らし出すという能讐生ヰ吝の代妻とし
ての役雹を果たしてほしい已訊1ま>I.その力劃笞成に広性蹟にかかわらす多鑽な人のおりガたをaO社会シコ
テムヘWし込めた、隻女共”薗の証8憲くことガ麟であり、 「つぷやさJこそ、他纂生ヰ畜の撓点にロ
っは地蟻づくり、より良渭らしつくりの2めの覆だと底1ま>I.

,..................................................................................................................................、
・ら」ン如メ社lもること～
仙疇II打多鑽化・冨霞1吋る合a r櫨配ということか、他疇づくリの厠追は手殿とし口主目さnaI禾ゥ． ： 
これまでようこ柚鱚鵬m豫決するための主体m芦0みでなく、細鍼を卿aするあらゆ“い•あらゆる ：
主停による．． が葦爛されてい;J:lt.そ(!)王停として、令、大塁屠待されているのm匹であり、塾蕩コミュニテ ：
ィでit.糟によりよい暮らしづくりのためには暮らしomで兒る地誡コミュニティ巳印以却迂況に麟ざ
し虚リ輯ガ璽簑です．
情田諏9る力碑かさは霞い』患立てる力で9．令、贔90暮らしがとうなっている力、何m爾
題なの力というリアリテイに近ければ近い震、その霞しUはよリ帽力でもだ力らこそ地鴫づくリ心最況麻は●
さんの8 C々邁貶しが鸞まれ凶加訳池りーごの m訊UのIJjlリテ4には一人0とりのたSゃ竺」の9個.,,
つ廿り;J:lt.このやどような鴨点で向S合い、とのう"auを立てるの力ということか宍
蝙地濾づくりのカ・に羹わりま寸．地墟のみんはで登え布うということ＂、ほんとうに力を発渾するためには、嬌
螂 96mm舅覧人磯り加螂合滋リ、それ白勘輝コミュコテイC印 6以蠅lの
力がで• ぼ辻心人籟の尊重」を墨盤とする雰女共隅•直の複点に立つことにより、多糧な mい』を縄り
謳す力が、これ力らの抱蝙づくリには京められてあリ、その力こそは、一るべeではないでしょ
ぅヵ．匹、久睾蝠にあrる鱚・のま9づくりを滋めるために、細誡コミュニティにあサる多糧な取り観みに雰
女のた遍していだだくようお瓢いします．、.................................................................................................................................
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女性はなぜ貧乏なのか？
講葎：竹信 三恵子（朝日新聞纏罵委員）

に''""如月278に行われた麟讀の一翫桟欝しセンクーで貴約したも”でず．）

＇セ包c鴻冥• • •貧乏
女庄ガ貫乏というのは、 患外C知られていなし、ようです。
でもチータをみると、玩実はくつさりと島nてい累v.,.収
300万円以下ば女性で組5%、男性で⑳％です．週“吋閏以
上働いているのに如OO万円以下の人をつーキングブアと
いっていますか、この人とらガ、女性で4割儘、兒笠ば11!'!
騒です。
女性に金拷らもいるじゃないのと買緯だ℃てeま可ので、
高い万とみもと、年叡700万m以上1＆男性で2雹、女性はた
つ硲％邸で9ね． 叫如酎帰って、姐の禰蒻
らガE鼠Vvで9•
そ Cしても、 700万円というのB、東京で3嗜 以＿tのサ
,'）ーマ池輝拗で四、翻そh虚雌磯匹っ
てきてい蒙可． 80乞代の初めごろは男Gでは匹UJ:”正
社員でしEが 昨年は8割C塁で下ガつてい翌も女住の正
辻は、85年には約7雹でしたガ、r仔1.473%で半数をさ
っ•Cし累い累した女也では、 バートや涙遭など葬正
武で働くのは当'C,）9況元とになってい!IV.

2 ふたつo•Irで騒れる安定

最近、男性の貫乏ガ遣えて、つーキン',,.P忘 醗こなっ
てeてい芯可ガ、ラ零で、又Eの貫四刀臼題こならanった
の 、なぜでしょうe
女笠は晉から貫乏でしc.かつて、鈷嘔古IIト＿いう0とい
臼も乏くさんあり、累た、女Eの多くは2砥後半Cなる
と給料ガ上からなくなる貫金はBn広之り貫盆3といい
如9)も一般的でしCeそんなのでも四こたち灯暴動も比
さづやってe匹日、霊栢貫名＜洒え万で男性の給料と雇用
碑澤9碑躙郎雌切捨負にあり、鵬記ぜ如
という社令杓雫”な孜厨の万計もあっこたらで11.紀廼した
女性を箆領こ迷わせない、その力ゎり資兒・介霜をやっても
らうというわりでヮ。 リストラと鱚ゆ2つ・,）・）がな
けnば、何とnなる。白1で完乞を保っ"(1,¥t,ので11.
しかし、珀年ほど罰力ら低成長期に訊＼り、 経済のバイ

3ふくら欧なくなっ•C、 8本の辻会は大e＜変りつてe裏し
こ紅心9"aa、 釦3g，，〇れ、大ソストつガL•Ivと祖
み蒙しこ 朧用保羅はなくなって、家族全鮎況：隊くためC、
碑は虹｝濁出働を盗いらna、まヮ。正社員磁に璽en
えられこ葬碑社員は 3ーロッパでのItートタイム労働君
とは大違いに、とても00屯況でも

9仕事があるのに有闊llfflって．寮 I
仕・ガゴーっとあるのに、百期雇用で働いている人灯、8
本にはあC,）印のようにいま可。 し1Jし、ヨーロッパでは、
It・ガあるのに有窮慶用にワることはできぽせんeそんなこ
とをしt、賢IIをするのはづるいじゃない灯、 璽用ガ介女疋
Cなってピせに生さられなくなるで巳もい力、ということ
℃仕事ガあるうち5一 孔バ：IIうのガ屈月叫で5。

くる11)7ォーラム2008持纂

4 'Ill—●●,．同一賃鍮』を恥たらc;i1L--IUこ

B寧の罪正規屠用は、 層用ガ小女疋虹に貫ガ0とく安
い。非正蜘泣 勁 貫金はなんと男件，社員が咽らてす．
それガ合労性にも広ガつているのでワガ、ー万で、女姓灯マ
れば「箪純労働」Cなって、貫金灯低くても当こり酌という
況豆ば9あり猷マ。例えば、 秘書という仕事gその典型でヮ．
男匠万でてい0船•哀長西霰空＇といつaxa、一
とは弓えらnてい決せんか女性の紛•纏朽口峯柘菫秤と覧
定eれ ●字檸門を争う獨潤て負ワた例げあ•J累可。こんな
詐欺みたいなことを改善していくには、 ＂司—伍碩刃鵬箆一
貫金」のルールガざひとも必髪です。女はU¥~、つているとい
環臥卿＿七くなっn因鯰を、． 請がぷす，

5主鱒は優覆に菖らせる？
このように、女性の仕事の悦実は 悶扇ガヽらばいなので
可かで、王聾ならとうか夫＼る王碍はリッチではな
ぃn.「カリスマ主」というのも聞こえてくるし、あくせ
く働くより「主ガいいな」と思う訊＼女性もいるようで
ね。でも、カ，）スマ王溝というのは、王ではなく、口乞鶴
呑．社反なんでマゎ．
合、紀涵すると曇謹C生活でeると思っていたら、落とし
穴ガいっばいてv.夫 DVてoa,＼目にあうかもしればヽ
し、夫ガリスト9Cなる刀もしn敦せん。い1n、女性田B
くことになるのですガ、そこで待っているのは‘(Jどい格差
の貫金と~廷しし雇用です。

b帽婁皇正へ^ な目をもとう
シングルマザーや譴婚した女性たちは、 Cいてい葬正社員
で働くし力おり農せ1v。丙給800円で遺58艶いても年収
170万円蒻。子ともガいnばとても足リ累せん年取30叩
Pl出盪しいと、町ぶ鉗謙"is琴をゴ丸ている凡
ちは、細閲膚9lヤ働ウわばならない賽り筏t:<t.
児璽扶賛手当臼翔譲の万向Cあり、祝詞も凪所褐るに厩し
くて、所得の再記分という機を果こしていません・女
貫をなくしていく上で、こういう孜案にも目をむけ口火
必雙ガあると思い蒙すら
給廼材霞の外にいる女性たちは、硯行のジステムの典呻
な璽雹老ですJ縦ゆ和駁9紀磁置を函る鰈責かう
のe、女田ことって巴尋的てす。サkl““ばいいと紐百
的目立への政葉をとってこな刀っcことに、合こそNOを言
うべCと思い衰マ。
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